


カスタム卵殻ステッカー：剥がれずに破壊されるセキュリティラベル
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Details
 

カスタムエッグシェルステッカーは、再利用のために無傷で剥がれるのではなく、剥がそうとすると割れるように設計された改ざん検知ラベルです。仕上がりは、ラベルの構造、貼付面、貼
り方によって変わります。機器の封印、資産ラベル、包装の封緘に選ぶ前に、想定する表面で必ずサンプルを試験してください。

誰が注文するか。 剥がされた痕跡を目で確認できるようにしたい包装、品質管理、調達の担当者は、まずシールする部品や包装を明確にすることから始めてください。剥がしにくい販促ラベ
ルを選ぶブランドは、剥がした後の清掃要件も確認してください。ラベルは、自社が所有する表面、または貼付が許可された表面にのみ使用してください。

問題点。 シールが無傷で剥がされて貼り直されると、開封やラベルの張り替えが気づかれないおそれがあります。破壊型ラベルは、そのような剥がし行為を目に見える形で残すように設計さ
れています。サンプル試験では、表面への密着性と、剥がす際にラベルが割れるかどうかの両方を確認してください。

高コストになる理由。 卵殻素材へ切り替えると、固有の不具合要因も生じます。

剥離紙からの剥離： 貼付前に、ラベルは割れることなく剥離紙から剥がせますか？

表面への適合性： 実際の部品（曲面やテクスチャのある部分を含む）で剥がそうとした際に、サンプルは表面に密着したままで、目に見える損傷を示しますか？



使用環境： 提案された構成は、想定される湿気、日光、清掃、取り扱いに適していますか？これらの条件に関する根拠を求めてください。

ホログラフィック外観： デザインでホログラフィック効果が必要な場合は、実際に使用される照明の下で、物理サンプルとデザインデータを比較してください。以下のお客様の事例は、別の
ホログラフィック注文に関するものであり、本エッグシェルラベルの性能評価ではありません。

貼付前に割れる、貼付後も無傷で剥がれる、または承認済みサンプルと見た目が異なるラベルは、想定される用途に適さない可能性があります。

解決策。 ラベルを設計部品として扱います。

基材と使用環境に合わせて表面材を選び、アートワークをセーフゾーン内に収め、粘着剤が十分になじんだ後に実際の表面でラベルを検証してください。その後、署名済みマスターサンプル
を基準に生産を受け入れます。

同じ仕様で提案構成とサンプルを評価できるよう、表面素材、ラベルサイズ、想定用途、希望数量、デザインデータをまとめてお送りください。
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卵殻ステッカーとは何か、なぜ意図的に割れるのか？ ↑
「エッグシェル」は、全製品に共通する一律の規格ではなく、破壊型ラベルの方式を指す言葉です。このカテゴリーには紙とフィルムの両方の構成があります。想定される剥がし挙動は、無
傷で剥がれることではなく、割れるまたは裂けることです。具体的な構成は、用途に合わせて選ぶ必要があります。



改ざん検知は、剥がせないことを意味するわけではありません。目的は、剥がされたことを目に見える形で残すことであり、パッケージを開けようとする、またはラベルを移動させようとす
るあらゆる試みを防ぐ保証ではありません。次の違いを念頭に置いてください：

卵殻ラベルは、粘着剤、表面、貼付期間に応じて糊残りを生じることがあります。

すべての改ざん表示ラベルが卵殻ラベルではありません。

承認済みサンプルで確認された挙動を記載してください。きれいに剥がれること、すべての表面で転写しないこと、あらゆる形の改ざんを防ぐことは約束しないでください。

適合性の主張には別途証拠が必要です。

機器の識別。 恒久的な安全情報や識別情報を記載する必要がある場合は、その要件を依頼書に含めてください。剥がす際に割れる設計のラベルは、恒久的な表示が必要なすべての用途に自動
的に適するわけではありません。

規制対象の包装。 破壊型ラベル単体では、包装全体が規制要件を満たしていることの証明にはなりません。コンプライアンスを主張する前に、想定される用途に関する文書を入手してくださ
い。

提案されたラベルと用途を対象とした文書がない限り、デザインに認証やコンプライアンスに関する文言を入れないでください。

ロゴ、連番、コードの可読性を保つには、ラベル寸法をどう決めるべきか？ ↑
脆いフィルムは端部や細いダイカット形状で最初に割れるため、可読性はレイアウトで決まります。次のルールに従ってください。

シリアル番号、バーコード、QRコード、小さな文字は、合意した安全領域内に収めてください。一つの距離をすべてのデザインに適するものとみなさず、校正刷りで余白を確認してくださ
い。

極細線は避けてください。

密な網点アートワークより、短いセキュリティ文言と連番を優先してください。

シリアル番号、バーコード、QRコードが必要な場合は、依頼書に代表的なデータを含め、その工程で生成できるか確認してください。実際に使用するスキャナーで印刷サンプルを確認して
ください。ホログラフィック仕上げを希望する場合は、想定される照明の下でコードも確認してください。

サイズは取り扱いにも影響します。注文前に、最大の想定サイズと最も難しい表面で試験してください。望ましくない割れや気泡を生じさせずに、ラベルを剥離、位置決め、押さえ付けでき
るかを確認してください。開口部を横断するシールの場合は、平らなサンプルだけに頼らず、実際の貼付位置で試験してください。



どの表面・表面材・ライナーの組み合わせなら保持できるか？ ↑
提案された構成は、無関係なサプライヤーの仕様の平均値ではなく、お客様の用途と比べてください。サンプルや見積を確認する際は、次の質問を使ってください：

確認項目 解決すべき質問
表面材 提案されている表面材はどれか。剥がそうとした場合に何が起きるか。
粘着剤と表面 サンプルは実際の素材と仕上げで試験されているか。
厚みと柔軟性 提案された構成は、部品の形状と取り扱いに適しているか。
環境 想定される温度、湿度、清掃、屋外曝露を対象とする根拠は何か。
剥離紙と形式 予め割れを生じさせずに、想定される方法でラベルを剥離して貼付できるか。

見積もられている構成について技術情報を確認してください。別の素材や表面で測定された値は、お客様の注文の受入基準にはなりません。

実際に見積もられた表面材と粘着剤の技術データシートを請求してください。

実際の表面で試験する。 サンプル試験には、実際の素材、仕上げ、形状を含めてください。平らな試験板での結果は、すべての部品の性能を示すものではありません。

扱いにくい表面。 PP、PE、粉体塗装、テクスチャ仕上げ、きつい曲面を依頼書に明記してください。清掃方法とサンプルの貼付方法を合意し、密着性と剥がし挙動の両方を確認してくだ
さい。

紙かフィルムか。 利用可能な構成を、想定される湿気、取り扱い、剥がし条件と比べてください。素材名や想定される価格上の優位性だけで選ばないでください。

保護層。 ラミネートやコーティングを追加する場合は、その剥がし挙動への影響を確認してください。保護層を含む完成構成で評価し、無塗装のサンプルと同じ挙動を示すと想定しないでく
ださい。

剥離紙と貼付。 バッキングは表面材とは別に確認してください。手作業の場合は、施工者がどのようにラベルを剥がし始め、解放するかを試験してください。機械貼付の場合は、想定する
フォーマットを実際のアプリケーターで試験してください。剥離と位置決めによって望ましくない割れが生じないことを確認してください。



アートワークから承認済み生産まで、卵殻ラベルをどう進めるか？ ↑
見積を比較する前に、貼付方法とデータを確定してください。カットライン、安全領域、可変データ、希望するホログラフィック効果を同じ依頼書に記録してください。実物のサンプルは、
画面上のプルーフでは解決できない問題を明らかにできます。

ホログラフィック外観：お客様の事例

このフィードバックは別のホログラフィック注文に関するものです。本エッグシェルラベル構成の評価ではなく、外観の事前確認の例として掲載しています。

Craig A.、オーストラリア、2025 ― レビューウォールに掲載されたお客様の声。

当社の回答



Craig様、ご意見をいただきありがとうございます。ホログラムが想定どおりに見えなかったことを申し訳なく思います。ホログラフィック仕上げは、一つの固定された画像を示すわけで
はありません。光の強さや虹色の流れ方は、光と見る角度によって変化します。室内の柔らかい光では弱く見えることがあり、強い直射光の下で角度を変えると効果がはっきり見えます。線
を太くし、デザインを密にすると、より目立ちます。そのため、強い光の下で撮影された写真は、手元の製品と違って見えることがあります。デザインを先に確認し、効果がより見えやすく
なる線の太さをご提案することもできますので、お気軽にお知らせください。

お客様のフィードバックと当社の回答を見る

用途と基材を定義する。 対象材料（金属、ガラス、ABS、PP/PE、粉体塗装、またはカートン）、屋内・屋外暴露、温度範囲、手貼り・機械貼りを記録してください。剥離1.
後にも検査員が読める文字を残す必要がある場合は、代わりにVOIDラベルを検討してください。
ファイルを入稿前確認する。 ベクターAI、EPS、またはPDFを提出してください。CMYKまたはPantoneを指定し、すべてのフォントをアウトライン化します。2.
カットライン、セーフゾーン、連番またはQR欄、ホログラム方向を明示してください。
提案された構成を確認する。 用途に適した表面材、粘着剤、バッキング、納品形態を確認してください。希望する仕上げや番号付けは、すべての組み合わせが利用可能だと想定せ3.
ず、サンプルと見積で確認してください。
実際の表面でサンプルを確認する。 部品、貼付圧、条件、滞留時間に適した清掃方法を合意してください。その後、剥がしを試し、ラベルが無傷で剥がれたか、割れたか、残留物4.
が残ったかを記録してください。結果は合意した合否基準と比較してください。
マスターサンプルに署名する。 承認品を、色、ホログラム方向、ダイカット深さ、破断挙動の基準とします。5.
生産を開始する。 数量、梱包形態、ロットごとの検査計画を書面で確認してください。6.

今回の注文の納期を決める。 サンプル段階、生産開始条件、推定出荷日を、輸送時間とは別に示すよう依頼してください。

剥がし試験は、予備の部品または代表的な試験面で行ってください。貼付から剥がすまでの時間を記録し、サンプルやロットを比較する際は、同じ合意条件を使用してください。

https://www.zigpac.com/customer-reviews/


納品ロットをどのように検査・受入すべきか？ ↑
粘着性、剥離紙からの剥離性、目に見える損傷は、それぞれ別個の確認項目として評価してください。その参考として FINAT試験方法リファレンス は、確立された粘着ラベル試験を示
すものであり、本製品の性能基準を示すものではありません。注文に適用する確認項目と基準を合意してください。

確認項目 方法 確認できること
FTM 1 180°剥離接着力、300 mm/min 標準基材または顧客基材に対するラベルの接着強度
FTM 2 90°剥離接着力、300 mm/min より急な角度での剥離挙動
FTM 8 せん断抵抗 継続荷重下での保持力
FTM 9 ループタック なじみ前の初期粘着
FTM 3 / FTM 10 低速剥離、シリコーン剥離 表面材を事前に割らずにライナーが剥離するかどうか
貼付・剥がし試験 合意した条件と滞留時間で、実際の表面に貼付する 合意した目視損傷と転写なしの要件を確認する

実際の部品で剥がし試験を合意してください。損傷をどのように記録するかも含めます。公認された試験方法があっても、想定される用途の確認の代わりにはなりません。

FINATの方法は試験手順であり、認証ではありません。

各ロットをマスターサンプルに照らして検査し、次を記録してください。

ライナーの剥離と、ラベルがライナー上で割れるかどうか。

お使いの基材上で、合意した滞留時間の後の剥がし挙動。

マスターとの差色。

抜き加工の品質と、合意した貼付方法に対してバッキングが適したままかどうか。

ホログラム方向。

目に見える破壊が求められていたのに、サンプルのラベルが無傷で剥がれた場合は、結果を記録し、ロットを使用する前に合意した受入計画に照らして不一致を解決してください。

https://www.finat.com/knowledge/finat-test-methods


卵殻、VOID、脆質紙：どの改ざん表示ラベルを選ぶべきか？ ↑
各選択肢は異なる仕組みで改ざんを示し、その仕組みは異なる製品に適します。価格より先に故障モードで選んでください。

オプション 想定される表示 確認内容
破壊型フィルム 剥がそうとした際に表面材が割れる 実際の表面での剥離、貼付、目に見える損傷
脆い紙 剥がす際に表面材が裂ける 提案された構成が湿気と取り扱いに適しているかどうか
VOID／転写ラベル 剥がした後にメッセージやパターンが現れる 表示が残るかどうか、また読み取れるかどうか
ホログラフィック破壊型オプション（提供可能な場合） 視覚効果と破壊型構成の組み合わせ 外観と剥がし挙動をそれぞれ確認し、提供可否を確認する

必要な証拠に応じて選んでください。無傷での再利用を防ぐことが最優先であれば、破壊型構成を試験してください。読み取り可能なメッセージが必要であれば、適切なVOID構成を比較
してください。どちらの選択肢も、試験せずにきれいに剥がれると想定してはいけません。

廃棄段階まで含めて、パッケージ全体を検討してください。 FINATのPETリサイクル白書の要約 は、永久粘着ラベルがPETの洗浄や分離を妨げる可能性があると説明しています。
これは本製品のリサイクル適性を評価するものではありません。ラベル、粘着剤、容器、想定される再資源化ルートを合わせて確認してください。紙製ラベルやVOIDラベルが、自動的に
リサイクル可能な代替品になるわけではありません。

エッグシェル・ステッカーの見積依頼に含めるべき内容は？ ↑
同じ条件で比較できるよう、見積依頼の内容を十分に具体的にしてください。以下の情報を含めてください。希望数量はお客様の必要数であり、公表されている最低注文数量ではありません。

入力項目 記載内容
表面と用途 素材、仕上げ、形状、貼付位置、剥離後に必要な証拠
サイズと数量 仕上がり寸法、形状、希望数量
アートワーク 評価対象のデザインデータ、色、番号付けやコード
外観 希望するホログラフィックなどの仕上げ（参考例を添付）
貼付と梱包 手作業または機械貼付、希望するシートまたはロール、梱包の必要事項
納期と届け先 希望納品日と届け先（生産と輸送を別々に検討できるように）

https://www.finat.com/news/finat-unveils-whitepaper-role-of-self-adhesive-labels-in-pet-recycling


梱包と再注文は、マスターサンプルに投じた価値を守ります。

脆い素材は、輸送中に角部が事前に割れないよう、平積みまたはロールで耐圧カートンに梱包してください。

再注文ごとに、マスターサンプル、構成仕様、ファイルバージョンを参照してください。

再注文に備えて、参照サンプルと承認済みデザインのバージョンをどのように保管するか確認し、再注文の製造分を比較する方法を合意してください。

購入者向け要点 ↑
まず用途から確認する。 実際の表面、貼付位置、条件を明確にする。
密着性だけでなく剥がし挙動を確認する。 強い接着だけでは、目に見える改ざん検知の証拠にはなりません。
主張は根拠に基づいて行う。 認証や性能に関する表現には、提案された構成の文書が必要です。
構成全体を承認する。 サンプル評価には、バッキング、仕上げ、保護層を含めてください。
再現可能な条件を使う。 サンプルやロットを比較する際は、貼付条件と滞留条件を記録してください。
注文ごとの見積を依頼する。 比較のため、同じサイズ、デザインデータ、数量、梱包条件を提示してください。

自社の表面で封印を検証する準備はできていますか？ ↑
注文前に、ラベルを実際の表面に合わせ、デザインを確定し、サンプルで剥がし挙動を確認してください。再注文に備えて、構成、貼付条件、合否基準を記録してください。その用途につい
て、根拠に裏付けられた性能と適合性のみを記載してください。

カスタム破壊型エッグシェルラベルのサンプルと見積について相談するため、表面素材、ラベルサイズ、希望数量、ベクターデータのデザインをお送りください。

Product Option


